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奉仕しよう  みんなの
人生を豊かにするために

行事予定

7月  8日 卓話 埼玉中央青年会議所
             理事長  星野健太様
7月15日  前年度事業報告
             前年度決算報告
7月22日  定款の規定により休会
7月29日  納涼例会　
             会場：信濃路
            （例会場・時間変更）

会長あいさつ
　皆さまこんばんは。本日の例会も多くの会員と、そのご家族の方々

にご参加いただきましてありがとうございます。昨年１月から得体の

しれない風邪が流行しはじめ、瞬く間に全世界を覆って多くの犠牲を

払いながら、少しずつ収束に向かおうとしています。人類は、生活と

経済活動を変えていくことを余儀なくされながら、いつかまた以前の

世界を取り戻そうといまもあらゆる分野で苦しみながらも闘っていま

す。 

　わたくしにとってその一年は、一人の家族人として、職業人として、

そして人と社会に対して奉仕の理念を実践するロータリアンとして、

さらには歴史と伝統の上尾ロータリークラブの会長として、あらゆる

ことにさまざまな角度から思いを巡らせることのできた時間となりま

した。今夜、本年度最後の例会を迎えるにあたり、最もお伝えしたい

ことをお話して最後の会長挨拶に代えさせていただきたいと存じます。

　それは「多様性」という言葉です。今では一般的となって、日常生

活のあらゆる場面でよく耳にするようになりましたが、もともとは自

然科学分野から発生した概念であり、おおまかには「その存在がある

限りその存在には意味がある」と私たちはなんとなくこの言葉に良い

イメージを持っているのではないでしょうか。

　多様性とはその言葉のごとく、さまざまな人、生活様式、文化、国

籍などの違いを超えて、おたがいに認め合おう、そしてかりにその存

在を理由に、抑圧されている人やものごとがあるとすれば、その解決

に向けて努力をする意識を持ち合わせようではないか。つまるところ

このような意味合いであり、人類が生きるにおける理念としては多く

の良きものを内包しているように思いますし、21世紀の世界に生きる

生活規範の一つであることに異論はないでしょう。

　しかし、この多様性を理解する時、その解釈と利用の仕方もまた多

様である便利な言葉であるということにわたくしたちは注意の目を向

けなければいけないと思います。すなわち多様性という言葉の曖昧さ

がはらむ不確実性です。

　私は、この言葉はこれからの世界を生きる人々の欠かすことのでき

ないものだと申し上げました。わたしとあなたがどう違っていても、
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）
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■宇多村海児会長：一年間ありがとうございます。

　厚く御礼申し上げます。

■深澤圭司幹事：宇多村会長、１年間お疲れ様でした。

　会員の皆様、１年間お世話になりました。

■斎藤修弘副会長：宇多村会長、深澤幹事、１年間お

　疲れ様でした。

■長沼大策副幹事：宇多村会長、深澤幹事、会員の皆

　様、１年間お疲れ様でした。次年度、よろしくお願

　いいたします。

■武重秀雄会員：会長、幹事、１年間お疲れ様でした。

■大塚信郎会員：会長、幹事、１年間お疲れ様でした。

■吉川公夫会員：ご無沙汰して申し訳ありません。

■富永　建会員：結婚（3/17）、誕生（2/11。78歳）

　お祝いいただきありがとうございます。

■村岡武仁会員：会長、幹事、１年間お疲れ様でした。

■尾花正明会員：宇多村年度、大変お疲れ様でした。

■大木保司会員：宇多村会長、深澤幹事、ご苦労様でした！

■大塚崇行会員：宇多村会長、深澤幹事、お疲れ様でした！

■島村　健会員：宇多村会長、深澤幹事、お疲れ様でした！

■齋藤博重会員：宇多村会長、深澤幹事、ご苦労様でした！

■久保田勲会員：宇多村会長、深澤幹事、お疲れ様でした！

■関口和夫会員：１年間お疲れ様でした！

■藤村　作会員：１年間お疲れ様でした。

■齋藤哲雄会員：１年間大変ありがとうございました。

■須田悦正会員：ありがとうございます！

■樋口雅之会員：宇多村会長、深澤幹事、皆さま、

　１年間大変お疲れ様でした。

■門崎由幸会員：１年間ありがとうございました。

■坂本忠光会員：宇多村会長、深澤幹事、お疲れ様でした！

■小田切宏治会員：１年間大変ありがとうございまし

　た。次年度もよろしくお願いします。

■丹井亮一会員：会長、幹事、１年間お疲れ様でした！

■大木崇寛会員：１年間ありがとうございました。

■関口良康会員：１年間お疲れ様でした。

■山崎亮一会員：宇多村会長、深澤幹事、１年間

　ありがとうございました。

会員数　　３6　　　
出席数　　30
欠席数        6

出席率  83.33％

宇多村会長、深澤幹事、1年間お疲れ様でした！
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たち日本人は覚えておかなければなりません。

　2019年１月、RI理事会において、この多様性とい

う言葉が盛り込まれた「多様性、公平さ、開放性に

関する方針」が決議されました。ロータリアンとし

てこれをどう推進していくかを研究し、検討立案し

ていくタスクフォース委員会も設置されたようです。

RIの具体的な計画は分かりませんが、みんなちがっ

てみんないいという歌がふんわりと、やさしく心に

響いてしまう日本人には、多様性という言葉の持つ

力が、まちがった方向に向かうことなく、未来に向

かって正しく共有され認識され、あたかも21世紀の

世界に跋扈する妖怪に変貌することのないように、見

守り続ける力が備わっていると感じています。

　そしてそれはわたしたちの活動地域においても同

じです。善き意図をもつ考え方や事柄が本来の姿か

ら違う方へ変わっていってしまいそうになるとき、

そしてそれに誰も気づかないでいるとき、最後にそ

こに構えているのが良識の府、上尾ロータリークラ

ブであっていい。吹く風が間違った方向にそれてい

ってしまいそうになるとき、最後にそこに立ちはだ

かっているのが良識の徒、上尾ロータリークラブ会

員であっていい。そしてその眼でもって、地域の安

寧を見守ることが、新たに加えられるべき私たち上

尾ロータリークラブの奉仕のあり方であっていい。

このことを最後に申し上げるとともに、これが、ク

ラブの奉仕を再考せよとおっしゃった中里ガバナー

への、上尾ロータリークラブ会長として、この一年

を通して至った回答であります。

　むすびになりますが、一年を通じ、会員とバンケ

ットスタッフの皆様が健康を害することなく今日ま

で来ることができたことに、上尾クラブ会長として

抱くのは、感謝と畏れの気持ちです。きっといつも、

上尾ロータリークラブとその会員を加護する神がお

わして、その見守りと、思し召しがあったのだと思

います。

　その例会場を提供してくださった東武バンケット

と、小島支配人、鈴木前支配人をはじめとするスタ

ッフの皆様と、ときにきびしくも、親切に導いてく

ださった兄たち、頼りがいある弟たち、いつも優し

いふたりの姉、最高の女房役に支えられながら、ま

がりなりにもこの日を迎えられ、斎藤修弘新会長に

バトンを渡すことができることを心より感謝し、ま

た一会員に戻ります。

ありがとうございました。

そこを自らの物差しで測ることなく、距離をおかず

理解し受入れつながって共に生きよう。このように、

本来はわたしとあなたをつなぐ言葉のはずなのに、

これを逆手に取り、たとえば特定の個人や同じ属性

を持つ団体などが、過度に自らの特性を増幅させ、

おのれの利益を志向してこの言葉を唱えはじめたと

したら、私たちはそれにどう向き合うべきでしょう

か。

　われこそマイノリティ、われこそは社会的弱者と

自認するものが、多様性の名を恣にして勢いを増し、

自らに過分に優遇された権利をここぞとばかりに声

高に主張するようになったとしたら私たちはそれに

どう向き合うべきでしょうか。

　抽象的な言葉を自分の都合の良いように解釈する

のは人間の性でもあります。しかし良き社会を築く

ためにあるはずのこの言葉が逆に、自己と他のかか

わりを排し、自らを遠ざけ、排除さえしながら、そ

れでいて自らの為に、何らかの偏った主張や利益に

もつなげようとするために恣意的に使われるとき、

その先に現れるものは何でしょうか。

　それは分断であります。人間の分断、コミュニテ

ィの分断、男女の分断、世代間の分断、なかでも恐

れるべきは家族の分断であります。

　大げさに聞こえるかもしれません。しかし私たち

人類は歴史的に似たような経験をしております。

　ヨーロッパに妖怪が出る。共産主義という妖怪で

ある。19世紀の中頃、マルクスとエンゲルスはこの

一文で共産党宣言を書き始めました。人類が初めて

味わうこの思想は欧州各地の人々の目にも新しく映

り、これぞまさしく未来の社会の在り方、すべては

平等の分配によって成り立つ社会の在り方として瞬

く間に浸透していったものの、20世紀に入ってこの

思想が政治的イデオロギーとして変容していった先

に、男女平等の実現の名のもとに、家族制度の解体

の試みがあったことに注目しなくてはいけません。

あの鳴る鈴は私のやうに

たくさんな唄は知らないよ。

鈴と、小鳥と、それから私、

みんなちがって、みんないい。

 

　レーニンが家族制度の解体に着手していた100年

前、金子みすゞがうたったように、同じころの日本

ではすでにこの理念にたどり着いていたことを、私
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最終例会
例会主題幹　事　報　告

親睦活動委員会　坂本忠光委員長◇本日は宇多村年度の最

終例会です。本来ですと

アルコールをご提供する

はずでしたが、コロナ禍

ということで本日アルコ

ールの提供はありません。

◇一年間、私たち会長・幹事を支えてくださった会

員の皆さま、心より感謝を申し上げます。ありがと

うございました。

深澤　圭司幹事

　本年度最後の家族例会

＝最終例会です。料理

コーナーの横断幕、懸垂

幕、メニュー＝マスクポ

ケットは、ロータリーの

ロゴを入れて東武バンケ

ットさんにお作りいただきました。ありがとうござ

います。美味しいお食事をいただきながらご歓談く

ださい。


